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Ⅰ　はじめに
　2011年の東日本大震災以降，各地で防災の在り方に見直しの検討が加わっている。その理
由は，東日本大震災によって，これまでの防災の在り方に限界があったことである。防災対策
は，過去の自然災害を指標として行う。よって，想定を超えた自然現象には，太刀打ちできな
い。また，長きにわたり，自然災害の影響がないと，徐々に地域住民の意思に油断を与えてし
まう。その結果，防災対策の効果が薄れ，役割を果たせないということも生じる。このような
一助に，教育活動の役割は大きい。教育活動を通じて，過去の自然災害の状況，防災対策の工
夫・改善について，持続的に理解を深めておくことが大切である。
　次に，防災的内容をどのように教育活動に組み入れていくか，という課題がある。防災的内
容は，社会科，理科などにあるものの，あくまで教科目標，単元内容の範囲内に限定される。
防災的内容は，単元間や教科間の連携も少ない。
　本稿では，小学校社会科における防災的内容に関する総合教材の開発を主目的にしながら，
関連教科（理科）との連携を探り，連携教材の開発も示したい。というのも，小学校教員は，
原則，クラス担任制であり，中学校・高等学校の教員以上に，教科間の連携を大切にしている。
　具体的には，社会科と理科の学習指導要領の水害（増水）に関する内容の取扱いを比べ，ど
のような類似点と相違点があるのか確認する。その上で，社会科中学年において，石狩川を教
材とした地域学習の総合教材の開発を示す。総合教材とは，地域学習の枠組みの中で，防災的
内容を含む単元の集約を行い，それぞれの単元内容を活かしながら，防災の効果を高めようと
するものである。次に，水害（増水）を対象としながら，社会科・理科の連携教材の開発を行
う。連携教材とは，同一教材を対象としながら，社会科の学習内容（理科学習内容）を理科の
学習内容（社会科学習内容）につなぎ，より高い効果を得ようとするものである。
　今回，地域教材は，石狩川（本流・支流）を取り上げ，その地理的対象を江別市付近とする。
江別市付近は，本流のやや下流部に位置し，千歳川や夕張川などの合流点にある。過去において，
合流点付近は，水害の被害をたびたび受けてきた。また，それに応じた防災対策の工夫・改善
を継続してきた。
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　一方で，江別市付近は，過去において河川の恩恵を受容している。その一つに，河川交通の
発達と鉄道開通があり，物流拠点の役割が増し，市街地形成につながった。
　以上から，石狩川は，水害によるマイナスな面と交通の発達，市街地形成などによるプラス
な面を揃えており，双方の様子を認識できる優れた教材と考えた。この点は，北海道遺産の選
定（石狩川）という形でも評価されている。
Ⅱ　社会科・理科における防災的内容
　本章では，社会科地理的内容と理科地学的内容の学習指導要領を比較しながら，水害・増水
に関する内容について，相違点と類似点を明らかにする。
第１表　社会科地理的内容と理科地学的内容における水害・増水に関する単元内容
学年 社会科 理科
第３・４学年 　内容（４）
　地域社会における災害及び事故の
防止について，次のことを見学，調
査したり資料を活用したりして調べ，
人々の安全を守るための関係機関の
働きとそこに従事している人々や地
域の人々の工夫や努力を考えるよう
にする。
第５学年 　内容（１）
　我が国の国土の自然などの様子に
ついて，次のことを地図や地球儀，
資料などを活用して調べ，国土の環
境が人々の生活や産業と密接な関連
をもっていることを考えるようにす
る。
　（３）流水の働き
　地面を流れる水や川の様子を観察
し，流れる水の速さや量による働き
の違いを調べ，流れる水の働きと土
地の変化の関係についての考えをも
つことができるようにする。
資料）文部科学省（2008）：『小学校学習指導要領解説社会編』東洋館出版社．
　　　文部科学省（2008）：『小学校学習指導要領解説理科編』大日本図書．
１　社会科地理的内容からのアプローチ
　社会科では，第３・４学年と第５学年において，水害に関する内容を取り上げている。まず，
第３・４学年では，「地域社会における災害及び事故の防止」について，地域の消防署や警察
署などの関係機関に従事する人々が相互に連携し，地域の人々と協力して，災害や事故から人々
3の安全を守る工夫や努力をしていることを学習するようになっている。とりわけ，取り上げる
災害として，火災，風水害，地震などを挙げている。防災的内容としては，共助・協働に関す
る部分が強い。
　第５学年では，我が国の国土の自然などの様子について学習する際に，国土の環境が人々の
生活や産業と密接な関連をもっていることを考える手段として，「自然災害の防止」を調べる
ことを対象事項としている。具体的には，自然災害の防止と国民生活とのかかわりを取り上げ，
我が国の国土では地震や津波，風水害，土砂災害，雪害などの自然災害が起こりやすいこと，
その被害を防止するために国や県などが様々な対策や事業を進めていることを挙げている。
　自然災害の防止と国民生活とのかかわりについては，地震や津波，火山活動，台風や長雨に
よる水害や土砂崩れ，雪害などの被害の様子，国や県などが進めてきた砂防ダムや堤防などの
整備，ハザードマップの作成などの対策や事業を取り上げることを例示している。また，指導
上の留意点として，日ごろから防災に関する情報などに関心をもつなど，国民一人一人が防災
意識を高めることに配慮するよう求めている。
　防災的内容としては，自助・公助に関する部分が強い。
２　理科地学的内容からのアプローチ
　理科では，増水に関する内容を第５学年において取り上げる。川（流水）については，流れ
る水の速さや量による働きの違いを調べる内容として，挙げている。具体的には，雨の降り方
によって，流れる水の速さや水の量が変わり，増水により土地の様子が大きく変化する場合が
あることを学習するようになっている。その観察の視点として，雨が短時間に多量に降ったり，
長時間降り続いたりしたときの雨水の流れや川の流れの様子を観察し，水の速さや量が増し，
地面を大きく侵食したり，石や土を多量に運搬したり堆積させたりして，土地の様子を大きく
変化させていることに注目するよう示している。また，このような自然現象をモデル実験する
ようなことも推進している。さらに，生活との関連として，長雨や集中豪雨がもたらす川の増
水による自然災害を取り上げることにも触れている。
　防災的内容としては，自助に関する部分が強い。
３　社会科と理科の相違点と類似点
　以上から，社会科の内容では，河川洪水の防止や防災の連携の仕組みについて，主に学習し，
理科の内容では，河川洪水となる原因やその仕組みについて，主に学習する。社会科では，洪
水に関係する言葉を水害とし，理科では，それを増水と表現している。元々，社会科は，社会
認識を，理科は自然科学の認識といった学習目標の違いがあり，学習内容の相違は必然である。
そのため，相違点があることは，自明のことではあるものの，どのような内容の違いがあるの
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か，今回確認した。
　一方，自然災害（洪水被害）の様子については，社会科，理科ともに共通の学習教材として
挙げている。この点は，社会科と理科の連携を探る上で，重要な示唆を与えている。
Ⅲ　社会科地理的内容における総合教材の開発
　本章では，社会科地理的内容における総合教材の開発を行う。具体的には，中学年の地域学
習を中心としながら，防災的内容をまとめ，一つの総合単元とする。
　総合単元とする意義は，次のとおりである。社会科中学年は，防災に関する内容が分散して
いる。他方，防災の意識を高めるためには，自然地理的事象の特色，過去の水害の記録と原因，
過去の防災対策，現在の防災体制といったまとまった情報を必要とする。なぜなら，緊急時には，
自己判断や人的連携を求めることが多い。とりわけ，避難においては，自然地理的事象の特色
の理解が不可欠である。そのため，防災的内容が，分散していれば，それらの知識理解のつな
ぎが難しい。よって，防災的内容は，ある程度まとめて実施することで，その効果を期待でき
る。以下では，地域の概要として，石狩川の江別市付近の地誌的特色を述べ，北海道遺産「石
狩川」の選定理由となるプラスな面とマイナスな面の評価を確認する。その後，総合単元とし
て，自然・社会的事象の枠組み・関係性，単元計画，本時案，評価基準の順で示す。
１　地域の概要　
　江別市付近の石狩川は，江別駅の北側を流れ，南東方面から，千歳川と夕張川，北東方面か
ら，篠津川が流れ込んでいる（第１図）。地図上の河川は，東側から西側にかけて流れている。
よって，東側の地域が，基本的に標高が高い。また，江別駅付近の石狩川は，河川の合流地点
となっている。石狩川の河川流域（本流）は，江別市付近において，やや下流部に位置する。
　合流地点（石狩川と千歳川）の一角には，王子製紙江別工場が立地しており，敷地面積も広
い。千歳川の対岸には，江別河川防災ステーションが立地している。江別市付近の石狩川左岸
は，市街地を形成しているものの，右岸には，水田地帯が広がっている。よって，左右の河岸
の土地利用は，地域的特色が明瞭である。
　江別駅周辺と千歳川を挟む市街地には，江別港（写真１），堀川造船所，江別太鍊化石工場
などの跡地，倉庫群（写真２・３），金融機関（写真４）などの古い建物が点在している。か
つて，江別港は，河川交通と鉄道を結ぶ重要な積み替え港であった。そのため，この付近には，
その名残を示す古い建物が点在している。この付近は，依然，江別市内の中心地であった。現
在の江別市内の中心地は，野幌駅付近に移動している。また，特別急行列車は，一本も，江別
市内の駅（豊幌・江別・高砂・野幌・大麻）で停車することはない。現在，江別市は，札幌圏
のベットタウン的な機能を有する自治体になっている。
5第１図　江別市付近の石狩川の様子
資料）平成９年国土地理院発行　５万分の１地形図「江別」の一部
写真１　江別港跡と旧倉庫群（筒井産業倉庫ほか）の様子（2012年２月撮影）
現存する筒井産業倉庫の周辺地に，いくつかの倉庫が立ち並んでいた。
江別港跡は現存する筒井産業倉庫を降りた河川敷一帯にあったとされる。
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写真２　アートスペース外輪船（旧岡田倉庫）（2012年２月撮影）
写真３　NPO法人やきもの21（旧岡田邸）（2012年２月撮影）
7２　北海道遺産「石狩川」の評価
　北海道遺産「石狩川」は，プラスな面の河川交通や漁業の恩恵と，マイナス面の洪水と治水
の工夫・改善の双方を選定理由として挙げている。
　1882年，札幌と幌内間に鉄道が開通すると，江別港からは，千歳川上流の千歳方面，石狩
川上流の雨竜方面まで河川交通が発達した。船舶には，木材，農作物などを載せて，江別に集
まり，そこから鉄道輸送に積み替えて，札幌や小樽方面に運んだ。また，30ヶ所近くの渡船
場が河川域にあり，対岸との重要な交通手段の役割を果たした。
　他方で，河川漁業として，サケ漁やヤツメウナギ漁が栄えた。江別市内には，海面と接しな
い自治体では珍しく，漁業協同組合が位置する。
　一方で，多雨や雪解け水などで，石狩川本流や支流は，たびたび氾濫し，洪水被害をもたら
した。第２表は，江別市付近の主な洪水被害の様子をまとめたものである。とりわけ，明治31年，
明治37年，昭和７年，昭和36・37年，昭和50年，昭和56年は，家屋浸水，農地浸水，死者を
出した大規模な洪水被害として記録されている。
　このようなことから，長きにわたり，治水事業を行い，岡崎式単床ブロックの設置，本流の
直線化，運河（篠津）の設置，支流（夕張川）の流路変更，水門の設置などを行ってきた。平
成期に入ると，その効果が高まり，大規模な洪水被害は減少している。
写真４　OLD-e#（旧北陸銀行江別支店）（2012年２月撮影）
現在はレストラン＆バーとして建物内を活用している。
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第２表　江別市付近の石狩川（支流を含む）の洪水記録
発生年月 種　類 河　　　川 被　害　概　況
明治31（1898）年９月 暴　風　雨 石狩川・各支川氾濫 江別地域の50％以上浸水（全道的に未
曾有の大洪水）。
明治34（1901）年９月 暴　風　雨 石狩川・各支川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
明治37（1904）年６・７月 暴　風　雨 千歳川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
明治42（1909）年４月 融雪・豪雨 石狩川・千歳川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
明治44（1911）年８月 暴　風　雨 石狩川・千歳川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
大正２（1913）年８月 暴　風　雨 豊平川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
大正８（1919）年５月 融雪・異常暖気 石狩川・千歳川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
大正11（1922）年８月 暴　風　雨 石狩川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
大正12（1923）年４月 暴　風　雨 石狩川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和３（1928）年９月 豪　雨 千歳川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和５（1930）年８月 豪　雨 石狩川・千歳川溢水、氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和６（1931）年４月 融雪・異常低気圧 幌向川・千歳川溢水、氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
５月 融雪・異常低気圧 石狩川・千歳川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和７（1932）年８月 豪　雨 石狩川・各支川溢水、氾濫 全道的に大水害となる。江別市街1.5m
浸水。田畑4,123ha浸水。
昭和８（1933）年５月 融雪・豪雨 石狩川・各支川溢水、氾濫 江別地域の大半が被害を受ける。
昭和10（1935）年８月 豪　雨 千歳川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失
昭和18（1943）年４月 豪　雨 幌向川氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失
昭和20（1945）年７月 豪　雨 石狩川・夕張川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失
昭和21（1946）年11月 暴　風　雨 石狩川・各支川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和22（1947）年４月 融　雪 石狩川・幌向川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和24（1949）年７月 集 中 豪 雨 野津幌川氾濫 局所集中豪雨により道路の損壊、橋梁
破壊、田畑浸水。
昭和25（1950）年８月 豪　雨 千歳川・幌向川溢水 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和29（1954）年４月 融　雪 旧豊平川排水氾濫 家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和30（1955）年４月 融　雪 石狩川・各支川溢水、堤防
決壊
家屋及び田畑の浸水、流失。
昭和31（1956）年４月 融　雪 石狩川・各支川溢水、堤防
決壊
家屋及び田畑の浸水、流失。
９月 豪　雨 野津幌川氾濫 田畑冠水650ha。
昭和32（1957）年９月 豪　雨 排水・小河川氾濫 家屋及び田畑の浸水950ha。
昭和36（1961）年７月 集 中 豪 雨 石狩川・各支川溢水、氾濫 家屋及び田畑浸水1,000戸、6,085ha。
昭和37（1962）年８月 暴　風　雨 石狩川・各支川溢水氾濫 家屋及び田畑浸水1,135戸、6,861ha、罹
災者6,487人。
昭和40（1965）年９月 暴　風　雨 石狩川・各支川溢水、氾濫 家屋浸水、田畑浸冠水。
昭和41（1966）年８月 集 中 豪 雨 石狩川・各支川溢水 家屋浸水、田畑冠水400ha。
昭和45（1970）年４月 融　雪 内水湛水 床下63戸、田畑浸水300ha。
５月 融　雪 内水湛水 床上27戸、床下48戸、田畑浸水1,078ha、
道路冠水10.5km。
昭和47（1972）年９月 集 中 豪 雨 内水湛水 床上６戸、畑作被害18.2ha、床下24戸、
道路四カ所。
昭和50（1975）年８月 豪　雨 石狩川決壊溢水、各支川溢
水、内水湛水
床上259戸、田畑浸冠水906ha。
昭和54（1979）年10月 暴　風　雨 内水湛水 床上１戸、床下23戸、田畑浸水130ha。
昭和56（1981）年８月 集 中 豪 雨 石狩川・各支川堤防決壊、
溢水、氾濫
全壊４戸、床上浸水440戸、田畑浸冠水
5,509ha。
８月 暴　風　雨 内水湛水 床上浸水91戸、田畑冠水1,805ha。
平成４（1992）年４月 融　雪 融雪出水 河川、農業排水路等の法面崩壊。
９月 豪　雨 内水湛水 床上８戸、床下28戸。
平成５（1993）年４月 融　雪 融雪出水 農業排水路等の法面崩壊。
平成６（1994）年４月 融　雪 融雪出水 農業排水路等の法面崩壊。
平成７（1995）年４月 融　雪 融雪出水 農業排水路等の法面崩壊。河床変動。
平成８（1996）年４月 融　雪 融雪出水 農業排水路等の法面崩壊。河床変動。
（出典：「江別市統計書」2003）
9３　総合教材としての指導計画の内容
　ここでは，防災的内容の自然・社会的事象の枠組み・関係性を示し，それに基づき，単元計
画，本時案，評価基準を提言する。
　中学年地域学習の場合，防災的内容の導入は，３つの単元内容で想定できる。具体的には，
地域の地理的環境の理解（内容の１），地域社会における災害及び事故の防止（内容の４），地
域の人々の生活についての理解（内容の５）である。そのうち，自然災害や防災についての具
体的な記述は，内容の４のみで示されている。
　筆者は，そこに，自然地理的事象の特色との関係性，人文地理的事象の役割を加えることで，
河川のマイナスな面とプラスな面を明らかにし，先人の具体的事例として，治水事業（開発）
の思いに気付かせたいと考えた。その上で，現在の自然災害に対する防災の現状を理解させる。
最後に，石狩川が，北海道遺産として評価される理由を，改めて問う。これらの学習活動を通
じて，自然災害の怖さを伝えるだけではなく，河川の利点や人間活動の知恵や工夫といったも
のも認識できる。その認識は，地域に対する誇りや郷土愛を育てることにつながる。
第２図　防災的内容（総合教材）の自然・社会的事象の関係性（中学年）
江別港
（河川交通）
菊地：小学校社会科における防災的内容に関する総合・連携教材の開発10
第３表　防災的内容の総合単元計画
?
各時間の目標 主な学習活動・内容（資料）
?
  ?
 
?
  ?
江別駅周辺の
自然災害と自
然理的事象の
特色について
調べ理解する
●　洪水被害の様子について年表，写真を活用しながら理解する
・洪水の発生時期，被害状況（地域）を調べる
・浸水被害の要因を考える
●　自然地理的事象の特色について地図を活用しながら理解する　
・河川合流点（本流・支流）の様子を調べる
?
  ?
石狩川（本流・
支流）の治水
事業の効果と
先人の思い・
願いについて
思考し，理解
する
●　治水事業（先人の功績）の効果について，地図，写真，文章資料を
活用しながら理解する　
・単床ブロック化の効果を考える（先人＝岡崎文吉）
・河道の直線化の効果を考える（先人＝岡崎文吉）
・河道のバイバス化の効果を考える（先人＝保原元二）
?
  ?
江別港を拠点
とした河川交
通の発達要因
について思考
し，理解する
●　河川交通の役割について，統計資料，地図を活用しながら理解する
・船舶では，どのようなものを運搬していたのか，どのような方面に輸
送していたのか，考え調べる
物資（農産物・木材），人の流れ（樺戸収監所），石炭
石狩川上流（雨竜方面）　千歳川上流（千歳方面）
・なぜ，鉄道輸送が開通して，河川交通が発達できたのか，考える
・なぜ，船舶から鉄道に積み替える必要性があったのか，考える
?
  ?
現在の防災対
策・工夫につ
いて考え理解
する
●　現在の防災対策・工夫について，地図，写真，文章資料を活用しな
がら理解する
・防災設備（防災ステーション・水門・水位観測点など）の充実・工夫
について考え理解する
・ハザードマップ（浸水被害地域）の役割について考え理解する
・防災情報（避難場所・過去の被害状況・防災準備など）の役割につい
て考え理解する
?
  ?
北 海 道 遺 産
「石狩川」の
評価について，
整理し，理解
を深める
●　北海道遺産「石狩川」の評価について，地図，文章資料を活用しな
がら理解する
・石狩川のマイナスな面の内容について考え整理する
・石狩川のプラスな面の内容について考え整理する
・石狩川の評価点をおさえ地域共有財産であることを理解する
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本時の目標
　江別駅周辺における自然災害（洪水）と自然地理的事象の特色（降水量・河川の様子）をつ
かみ，その関係性について理解できる
教師のはたらきかけ
主な学習内容
（児童に身に付けさせたい知識）
導入
10分
●洪水被害の様子の写真を提示
発問：写真をみて，気づいたこ
と，わかったことをノー
トに書きなさい。
発問： 写真の場所が，どこか，
わかったことをノートに
書きなさい。
・河川の増水によって，家屋，道路，農地などが
浸水していることを理解できる。
・駅，工場，標識，商店などの様子を手がかりに，
身近な地域の写真であることを理解し，かつて
浸水被害があったことを理解できる。
展開
30分
発問：なぜ，河川が氾濫し，洪
水被害をもたらしたのか
自分の考えをノートに書
きない。
●洪水年表資料の配付
指示：洪水は，どのような季節
に多いか，資料を通じて
確認しなさい。
発問： なぜ，春・夏に多いか，
その理由を考えノートに
書きなさい。
●現在の地形図を配付
発問：地形図をみて，洪水の発
生に関係ありそうなこと
を，ノートに書きなさい。
発問：河川が合流すると，水の
量はどうなるだろうか，
自分の考えをノートに書
きなさい。
・降水量，河川の様子，地形（標高差）などが関
係していることを予想できる。
・春・夏に多いことを読み取ることができる。
・降水量（雨量・積雪量）に深く関係しているこ
とを理解できる。
・河川が多いこと，いくつかの河川が合流してい
る事実を読み取ることができる。
・河川が合流することで，水量が増量となる。そ
のため，長雨などによって，降水量が増すと洪
水が発生しやすいことに気付くことができる。
課題：なぜ，河川が氾濫し，洪水被害をもたらしたのか？
洪水発生には，降水量以外も，関係していないのだろうか
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●昔の地形図を提示し，新旧の
地図を比較
発問：新旧の地図をみて，河川
の様子の変化について，
気付いたことをノートに
書きなさい。
●洪水年表資料の再提示
指示： 洪水被害は，全体として，
どのように変化している
か，ノートに書きなさい。
指示：次に洪水被害の状況につ
いてノートに書きなさ
い。
・昔は，河川は，大きく蛇行していたが，現在は，
直線化していることを読み取ることができる。
現在の地図には，河川の周辺に水域があること
を気付くことができる。
・近年になるに従い，洪水被害が減少している事
実を読み取ることができる。
・農地，市街地（家屋）の浸水があったことを読
み取ることができる。
まとめ
５分
指示：洪水被害，降水量，河川
の様子について，どのよ
うな関係性があるのか，
ワークシートに書きなさ
い。
・洪水被害は，降水量の変化によるだけではなく，
河川の様子も深く関係していることを理解でき
る。
・河川の様子の変化は，洪水被害の減少に影響し
ているのではないか，推測することができる（次
回の学習課題）。
本時案の評価
　自然災害（洪水）が，自然地理的事象の特色（降水量・河川の様子）について，諸資料を活
用しながら，思考し，その関係性を文章表現しながらまとめることができる。
第４表　防災的内容（総合単元）の評価基準
【社会的事象への関心・意欲・態度】
○自然災害（洪水）の様子や原因その防止に関心をもって意欲的に調べようとしている。
○河川の恩恵が，現在のまちづくりの基盤になっていることを考えようとしている。
○河川（石狩川）が，地域の共有財産であり，環境保全を高めることの大切さを考えようと
している。
【社会的な思考・判断・表現】
○自然災害の原因や防止について，学習問題や予想を行い，考えながら表現している。
○交通の発達（河川交通・鉄道）が，まちづくり（市街地形成）のきっかけにつながってい
ることを考え，適切に表現している。
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【観察・資料活用の技能】
○自然災害の様子や原因，その防止について，地図，写真，年表などを活用しながら，必要
な情報を探し，読み取っている。
○交通の発達（河川交通・鉄道）や市街地形成について，地図，写真，資料などを活用しな
がら，必要な情報を探し，読み取っている。
【社会的事象についての知識・理解】
○江別駅付近は，自然地理的事象の特色と関連し，自然災害が起こりやすいこと，その被害
を防止するため，早くから対策を講じてきたことを理解している。
○交通の発達（河川交通・鉄道）が，地理的位置の有利性にあったことを理解している。
○石狩川が，マイナスな面（洪水）とプラスな面（交通の発達）をもち，それが地域の共有
財産（北海道遺産）につながっていることを理解している。
Ⅳ　社会科・理科の連携
　本章では，第Ⅲ章の社会科の学習内容に理科の学習内容を加える連携教材の開発を行う。す
でに述べたように，自然災害（増水）に関する内容は，理科において第5学年で取り上げている。
よって，中学年で行った社会科の内容をふまえ，理科の内容につなげたいと考えた。社会科の
学習では，洪水被害の様子や原因，その防止について，諸資料を通じて社会認識を行う。他方，
その具体的な過程について，確認したわけではない。
　そこで，連携教材として，増水となる仕組みや治水事業の効果について，科学的なモデル実
験を行い，検証する内容を想定してみた。具体的には，①蛇行している河川に，どのくらいの
時間，増量すると，氾濫するのか，②蛇行河川と直線河川では，どの程度の流速の差があるの
か，③河川のバイバス化を行うことで，どのように流れの変化が生じるのか，といった3つの
モデル実験である。
　①は，増水によって，氾濫に至るまでの過程を理解することができる。その結果，どの程度
の雨量に達すると，河川氾濫の危険があるのか，知ることもできる。また，河川は，どのよう
に増水するのか，その広がりについても確認することができる。
　②と③では，洪水被害の防止の効果を検証することができる。②では，本流河川の直線化に
よって，海洋までの流速・水量を調整し，増水の防止に役立っていることを認識できる。③で
は，支流と支流の合流点の一部を本流河川に移動することで，支流河川の水量を調整し，増水
の防止に役立っていることを認識できる。その結果，改めて先人の業績の知恵や工夫について，
再認識・再評価することができるであろう。
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Ⅴ　おわりに
　本稿では，小学校社会科における防災的内容について，いくつかの単元内容に含むものを集
約し，総合単元として教材開発した。それを中学年の地域学習の一つとして位置付けた。また，
社会科の学習内容を理科の学習内容につなぐ連携教材として，河川のモデル実験の内容も示し
た。
　昨今，学校教育において，防災教育の高まりは，増しているものの，教科内容の縛りがあり，
どうしても網羅的な展開はしにくい。他方，防災のような生命の危険を伴うものは，断面的な
知識で，対応できない場合がある。現在，文科省では，安全科（仮称）や防災科（仮称）のよ
うな防災教育に特化した教科などの開発を検討している。自然災害の被害は，年々深刻化して
おり，一刻の猶予はない。それゆえ，現状の教育課程の中で，効果的な教材開発をしていくこ
とが先決となる。その一つの試みとして，社会科での単元集約，社会科・理科の連携という視
点で，教材開発を行った。現行課程の場合，総合的な学習の時間において，上記のような内容
を展開できる可能性はあるものの，実施の義務化は難しい。よって，筆者は，既存の教科内容
において，構想する方が効果は高いと考えた。
　加えて，防災的内容は，すでに菊地（2012）で指摘したことであるが，社会科で取り上げ
る意義は高い。仮に，安全科のような新教科が誕生しても，その中身は，自然災害の発生の要
因や防災に関する知識理解が中心となるであろう。身近な地域の危険の可能性を指導し，その
危険を回避するには，どのような方法，準備が必要か，理解を深めることはできる。しかし，
その学習活動では，地域に対する誇りや郷土愛を育成することは難しい。社会科は，この点を
補完できる。地域に対する誇りや郷土愛を有する人材を輩出することで，自然災害に対するよ
り工夫・改善の思考・検討はもちろん，地域の魅力や素晴らしさを伝授してくれるであろう。
単なる危険を知らせるだけの教育活動では，地域に対する愛着を育てることは出来ず，結果と
して，その土地を離れる人間を増加させかねない。
　今回の教材開発では，自然災害の様子や原因について触れながら，別な視点（人文地理的事
象）を加えている。この別な視点を加味できることは，社会科の強みと言ってよい。
第３図　防災的内容（連携教材）の社会科・理科連携の展開
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　さらに，理科との連携を模索した。本来，教科間の連携は，教科目標の違いから，相成れな
いという考えが強い。他方，教科目標は違いながらも，学習教材は同じであることが少なくな
い。とりわけ，防災的内容の場合，社会科（地理的内容）と理科（地学的内容）の学習教材は
共通・類似している。そうであるならば，筆者は，各教科の目標を遵守しながら，連携するこ
とで他教科の学習内容に深化をもたらすことはできないか，と考えた。今回の連携は，河川の
モデル実験を行うことで，自然災害に対する科学認識を育成する。同時に，その実験結果を，
既習事項の社会科の学習内容との関係性を示すことで，より一層の社会認識につながることを
想定した。よって，教員は，いかに，このような関係性を適切に示すことができるか，重要と
なる。そのため，小学校教員は，教材研究する上で，他教科の教材として活用できないか，常
に意識しておく必要性があろう。
付　　　記
　本研究の内容の一部は，2012年11月全国地理教育学会第６回全国大会（文京学院大学）で
発表した。また，本研究では，2012年度江別市大学連携調査研究事業補助（対象事業：地域
防災教育における教材開発に関する研究）金の一部を使用した。
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